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～「第８回入学式」 101名の新たな仲間を迎え、全校生徒 300名の夢・絆・志～ 

４月１０日（金）第８回入学式を挙行しました。101名の新入生を迎え、全校生徒 300名で令和 8年度が力

強く始動します。式では、1年 1組の松本杏子さんが新入生代表として、希望に満ちた立派な決意表明を行い

ました。新入生が一日も早く学校に馴染み、自分らしく輝けるよう、教職員一同、愛情を持って全力で支援し

てまいります。保護者・地域の皆様、本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 【入学式 校長式辞（略）】 

１０１名の新入生の皆さん、ご入学誠におめでとうございます。本校は、【自律した生徒であふれる「くす星翔中

学校」の創造にむかって「夢を語れ」「絆を紡げ」「志を貫け」】という学校教育目標を掲げています。 

「夢」とは、自分の将来を見据え、目的地を描く力です。「絆」とは、仲間と尊重し合い、共に手を取り合う力で

す。「志」とは、自分の中に信念を持ち、今を切り拓く力です。 

これらの力を養い、「社会の中で自律して生活できる人」へと成長していくことが、皆さんの目指すゴールの姿

です。ここで、新たな一歩を踏み出した皆さんに、この玖珠の地が生んだ偉大なる先人、「日本のアンデルセ

ン」こと久留島武彦先生の言葉を贈ります。 ～継続は力なり～ 

これから始まる中学校生活で、勉強、部活動、あるいは自分なりの小さな良い習慣など、何でも構いません。

「これだけは続ける」という決意を持って、一日一日を大切に積み重ねてほしいと思います。 

この「継続」を力に変えるために、皆さんに三つのお願いをします。 

一つ目は、「失敗を恐れず、チャレンジすること」です。たとえ上手くいかない日があっても、そこで諦めずに

再び歩み始めることが、本当の「継続」に繋がります。 

二つ目は、「仲間を大切にし、尊重すること」です。一人では続けられないことも、共に励まし合う仲間がい

れば乗り越えられます。三年間を共にする仲間との絆を大切にしてください。 

 三つ目は、「日々の生活に『課題意識』を持つこと」です。何事も「当たり前」と思わず、「もっと良くするにはど

うすればいいか」という高い志を持って、自ら積極的に行動することを期待しています。 

皆さんが迷い、戸惑うときは、先生方が全力で皆さんを支えます。 

本日より、大切なお子様をお預かりいたします。「地域の宝」であるお子様を、かけがえのない存在として大切

に育てることをお約束いたします。中学時代の三年間は、一人ひとりが心身ともに大きく成長する時期です。

ご家庭、地域、そして学校が共に手を携え、お子様の成長を支えていけるよう、本校の教育活動へのご理解と

ご協力を心からお願い申し上げます。 
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夢を語れ 絆を紡げ 志を貫け 

 

～令和８年度「始業式」 新 2年生・3年生の新たなスタート～ 

４月９日（木）令和 8 年度の着任式および始業式を行いました。着任式に続く始業式では、２年生代表の中

霜李莉花さん、３年生代表の小雲莉彩さん、生徒会代表の樋口保仁さんが令和８年度の決意を力強く述べて

くれました。自分自身の言葉で堂々と語る姿は、非常に頼もしく、体育館に心地よい緊張感を与えてくれまし

た。中堅・最高学年としての誇りを胸に、彼らがどのような物語を紡いでいくのか楽しみです。くす星翔中学校

のさらなる飛躍に向け、教職員一同一丸となって取り組んでまいります。 

 

【始業式 校長式辞（略）】 

皆さんと分かち合いたい言葉があります。大正時代の詩人 金子みすゞさんの「私と小鳥と鈴と」という詩で

す。「みんなちがって、みんないい」この言葉の本当の価値は、「自分とは違う相手を、ありのまま認め、大切に

する」という点にあります。相手を認めるということは、その人の心に「居場所」を作ってあげることです。「自分

はここにいていいんだ」という安心感をプレゼントすることです。そして、誰かを認めることができる人は、不思

議と自分自身のことも大切にできるようになります。他者の良さに気づけるその優しい目線は、必ず、自分自

身の良さを見つける力にも変わっていくからです。そして、それこそが本当の強さなのです。 

２年生の皆さん。今日から「中堅学年」です。後輩を導き、３年生を支える学校の柱となる存在です。３年生の

皆さん。いよいよ最高学年です。皆さんが作る「空気」が、そのままくす星翔中学校の「カラー」になります。 

この一年、誰もが自分らしくいられる、居心地の良い場所にしていきましょう。 

皆さんが、自分と仲間の「ちがい」を尊重し合える関係を築いていくことを期待しています。 

私たち先生たちも、皆さんの新しい挑戦と成長を、全力で応援していきます。 

 

令和８年度「学校教育目標」 

自律した生徒であふれる「くす星翔中学校」の創造に向かって 

〈重点目標〉 

夢・・・ 

将来を見据える力の育成    

絆・・・ 

仲間と協働する力の育成    

志・・・ 

今を切り拓く力の育成 

 

 

【人権教育】及び【特別支援教育】を基盤とした教育活動を全教職員で   

○「すべては子どもたちのために」を根底に 

○一人ひとりを大切にし、認め、寄り添い、積極的にほめる 

○学びの伴走者として、すべての教育活動で動機づけを大切に 

 

 

＜めざす生徒像＞ 

〇夢や目標に向け努力する生徒  

○命・平和・人権を大切にする生徒  

○自分や他者を認め大切にする生徒 

○他者と協働できる生徒  

○自己肯定感の高い生徒 

○地域を愛し、地域に貢献する生徒 

＜めざす学校像＞ 

〇共に学ぶ喜びを実感できる学校 

○心の通い合う安心・安全な学校 

○地域と協働する学校 

＜めざす教師像＞ 

〇生徒の可能性を信じ抜く教師 

○多様な考えを受容し協働できる教師 

○創造性を持って実践に取り組む教師 


